
じ
ゃ
が
じ
ゃ
が

健
幸
通
信

健康
マメ
知識

串
間
市
民
病
院
で
の

19
年
間
を
振
り
返
っ
て

串間市民病院 名誉院長�
黒
くろ

木
き

 和
かず

男
お

先生

\ 今
月のドクター /

　

私
が
串
間
市
民
病
院
に
来
て
今
年
で
19
年
に

な
り
ま
す
。
出
身
は
宮
崎
市
で
、
広
島
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
宮
崎
大
学
医
学
部
第
２
内
科

に
入
局
し
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
、
日
南
市
立

中
部
病
院
に
転
勤
と
な
っ
て
12
年
間
在
職
し
て

い
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
９
月
１
日
、
串
間
市

民
病
院
に
宮
崎
大
学
か
ら
の
派
遣
で
病
院
長
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

ま
で
長
い
間
お
世
話
に
な
る
と
は
考
え
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
は
じ
め
は
、
串
間
の
人
た
ち

の
話
し
方
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
慣
れ
て
く
る
と
人
懐
っ
こ
い
人
た
ち
も
多

く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
親
し
く
な
れ
ま
し
た
。

串
間
市
民
病
院
に
勤
務
し
て
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
の
は
、
旧
病
院
の
官
舎
が
か
な
り
老
朽
化
し

て
い
た
こ
と
で
す
。
床
を
踏
み
抜
い
た
り
、
台

風
で
外
壁
が
飛
ば
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

と
に
か
く
医
師
不
足
に
苦
労
し
ま
し
た
。
就

任
前
は
16
人
い
た
医
師
が
13
人
と
な
り
、
そ

の
後
も
増
え
る
こ
と
は
な
く
現
在
で
は
９
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
宮
崎
大
学
、
鹿
児
島
大
学
か

ら
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
何
と
か
医
療
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
、
運
動
公
園

に
隣
接
す
る
位
置
に
新
病
院
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
や
さ
し
い
医
療
」、「
高
度
な
医
療
」、「
安
全
な

医
療
」
の
病
院
理
念
を
掲
げ
て
地
域
医
療
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
年
後
の
２
０
０
７
年

に
は
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
て
、

保
健
・
福
祉
・
医
療
ゾ
ー
ン
が
形
作
ら
れ
、
そ

こ
と
連
携
す
る
形
で
市
民
の
健
康
を
守
っ
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
、
新
臨
床
研
修
医
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
学
ぶ
た
め
に

初
期
研
修
医
が
宮
崎
大
学
、
県
立
日
南
病
院
な

ど
か
ら
年
間
平
均
10
人
、
現
在
ま
で
に
１
０
０

人
以
上
、
串
間
市
民
病
院
に
来
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
数
名
の
医
師
は
そ
の
ま
ま
数
年
間
働
い

て
い
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
は
宮
崎
大
学
総

合
診
療
科
か
ら
医
師
の
派
遣
が
あ
り
、
救
急
医

療
、
訪
問
診
療
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

２
０
１
７
年
４
月
、
地
方
公
営
企
業
法
全

部
適
用
さ
れ
、
私
が
病
院
事
業
管
理
者
を
任

さ
れ
病
院
の
経
営
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
医
師
不
足
は
解
消
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
赤
字
経
営
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
２
０
１
９
年
４

月
、
串
間
市
出
身
の
江
藤
敏
治
先
生
が
院
長
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

江
藤
先
生
は
私
が
就
任
す
る
前
に
内
科
部
長
と

し
て
串
間
市
民
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
私

と
は
入
れ
替
わ
り
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
江
藤
先
生
は
宮
崎
大
学
、
宮
崎
看
護

大
学
で
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
看
護
大
学
で

は
教
授
の
要
職
に
あ
り
全
国
的
に
も
大
活
躍
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
無
理
を
い
っ
て
串
間
市
民
病

院
を
助
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
江

藤
先
生
に
は
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

串
間
市
民
病
院
に
と
っ
て
大
変
な
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
明
る
い
希
望
も
見
え
て
き
て

い
ま
す
。
江
藤
院
長
の
就
任
後
か
ら
、
健
診
の

充
実
、
白
内
障
手
術
に
お
け
る
入
院
治
療
、
介

護
の
ご
家
族
の
た
め
の
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
、
透

析
日
の
拡
充
な
ど
の
対
策
を
次
々
打
ち
出
し
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
の
充
実
に
向
け

て
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
た
め
に
医
療
現
場
も
混
乱
し
て
お
り
、

串
間
市
民
病
院
で
も
同
様
の
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
江
藤
院
長
を
先
頭
に
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
さ
ら
に
医
療
従
事
者
、
高
齢
者
を

中
心
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
投
与
も
始
ま
り
、
明

る
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
、
私
が
こ
れ
ま
で
引
き
受
け
て
き

た
串
間
市
病
院
事
業
管
理
者
を
江
藤
院
長
に
引

き
継
い
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
名
誉
院
長
と
し
て
病
院
に
残
り
、
内
科
医

師
と
し
て
診
療
は
継
続
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

一
時
期
体
調
を
崩
し
て
周
囲
の
皆
さ
ま
に
ご
心

配
を
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

健
康
に
な
っ
て
毎
日
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
串
間
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
命
を
守
る

た
め
に
体
の
続
く
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

基
礎
年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

老
齢
基
礎
年
金

　

65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま

す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期

間
が
最
低
10
年
（
１
２
０
月
）
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

●�

20
～
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
（
４

８
０
月
）
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た

方
は
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●�

会
社
員
や
公
務
員
だ
っ
た
方
に
は
老
齢
厚

生
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
に
病
気
や
ケ
ガ

で
重
い
障
が
い
が
残
り
働
け
な
く
な
っ
た

と
き
や
、
20
歳
前
の
事
故
な
ど
で
障
が
い

者
に
な
っ
た
と
き
に
障
が
い
の
程
度
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。
18
歳
未
満
の
子
（
障

が
い
の
あ
る
子
は
20
歳
未
満
）
の
人
数
に

よ
っ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
の
あ
る
方
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
18

歳
未
満
の
子（
障
が
い
の
あ
る
子
は
20
歳
未
満
）

の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
要
件
な
ど
必
要

条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　市民生活課市民係　☎ 72 ‐ 1117 ／ 都城年金事務所　☎０９８６‐２３‐２５７１

令和３年度串間市健幸マイレージ事業
「ＳＡＬＫＯ（サルコー）チャレンジ！」
ウォーキングを実施します！
　宮崎県ウォーキングスマートフォンアプリ「SALKO（サルコー）」または万歩計などを利用して、歩数を記録
することで達成者に記念品が当たります。日常的な運動習慣のきっかけづくりに、ぜひご参加ください。

●申込資格
　串間市に住所があり、令和４年３月31日時点
で20歳以上の方で市税などの滞納のない方

●�申込方法＝医療介護課健康増進係、各支所に
て配布している申込書に必要事項を記入して
提出し、参加の申し込みを行ってください。

●�申込先＝医療介護課健康増進係、各支所

●参加申込期間＝６月１日（火）～９月30日（木）

●歩数を計測する期間＝�10月１日（金）～10月31日（日）の１カ月間
●歩数の記録方法
①�「SALKO（サルコ―）」での参加者
　歩数の記録には「SALKO（サルコー）」を起動する必要があるため、ウォー
キング前には必ず「SALKO」をタップして起動確認を行います。
※�アンドロイドでグーグルフィットに連携していない場合は、アプリを起動しないと歩
数カウントしないため必ず確認してください。
②�自分のウォーキングアプリまたは万歩計での参加者
　毎日、歩数を計測し、ウォーキング記録表に記録し、記録表を11月15日
（月）までに提出します。

　登録する際は、利用者情報内の「企業・
団体名」で「串間市健幸ウォーキング」
を選択してください。

●記念品の抽選および贈呈
　記念品の抽選は、11月に行い、当選し
た方に当選決定通知書をお送りします。

●各賞と記念品

問い合わせ先　医療介護課健康増進係　☎72 - 0333 ／ FAX 72 - 0310

必須入力必須入力

必須入力必須入力

➀インストール ②登録 ③登録 ④追加登録 ⑤追加登録 

①健幸賞
１カ月の合計歩数
30万歩達成者
１万円相当の記念品�
（抽選で５名に贈呈）

②達成賞
１カ月の合計歩数
21万歩達成者

5000円相当の記念品�
（抽選で20名に贈呈）

③参加賞
１カ月の合計歩数
13万5000歩

達成者

3000円相当の記念品�
（抽選で50名に贈呈）

【対象 OS】iOS8.0 以上 Android4.4

＊SALKO アプリ登録方法＊
SALKO は、iOS または Android OS のスマートフォンでご利用

いただくことができます。AppStore または GooglePlay より 
SALKO アプリをインストールしてください。 

 ※以下インストール、入手、登録は手順は同じです。 

〇登録方法 Android OS の場合 
Google play → 検索 『salko』 

〇登録方法 iOS の場合 
App Store → 検索 『salko』 

串間市健幸ウォーキング 

☝上記 QR コードからも
インストールできます。 

※以下インストール、入手、登録は同じ手順です。
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